
　第２号様式(第５条関係）

（設計業務） 課名:

円

～

氏名 氏名 氏名
ａ ｂ ｃ ａ ｂ 細　　　　　別 ａ ｂ ｃ

(1)業務の理解 (A) +2 0 -2 +2 0 (1)業務の理解 (A) +2 0 -2
(2)事前準備 (A) +2 0 -2 +2 0 (B) +2 0 -2

(B) +2 0 -2 +2 0
　 (3)打合わせ協議 (A) +2 0 -2 +2 0

(4)業務実施計画書 (A) +3 0 -3 +3 0
(B) +1 0 -1 +1 0

加減点計 ① ± 点 ± 加減点計 ① ± 点
段階評定Ａ　①＋（６０×０．３） 点 段階評定Ａ　①＋（６０×０．１） 点

(1)打合わせ協議 (A) +2 0 -2 +2 0 (1)技術力 (A) +4 0 -4
(B) +3 0 -3 +3 0 (B) +4 0 -4
(C) +2 0 -2 +2 0

(2)工程管理 (A) +2 0 -2 +2 0
(B) +2 0 -2 +2 0 加減点計 ② ± 点

(3)照　　査 (A) +3 0 -3 +3 0 段階評定Ｂ　②＋（６０×０．２） 点
(4)技術力 (A) +3 0 -3 +3 0 (1)技術力 (A) +3 0 -3
(5)目的の達成度 (A) +3 0 -3 +3 0 (B) +4 0 -4

加減点計 ② ± 点 ± (2)とりまとめ (A) +3 0 -3
段階評定Ｂ　②＋（６０×０．５） 点 (B) +4 0 -4

(1)とりまとめ (A) +2 0 -2 +2 0 (C) +2 0 -2
(B) +3 0 -3 +3 0 (D) +2 0 -2
(C) +3 0 -3 +3 0 (E) +2 0 -2

(3)照査 (A) +4 0 -4
(B) +4 0 -4

加減点計 ③ ± 点 ± 加減点計 ③ ± 点
段階評定Ｃ　③＋（６０×０．２） 点 段階評定C　③＋（６０×０．７） 点

　４．段階評定計　（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）×配分比率 ×0.6= 点 ×0.4= 　４．段階評定計　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ 点

合計点 点

（監督員） （担当課長） （検査員）

　　※１　考察項目細別のａ，ｂ，ｃのどれか１つに○を付けて加減点算出する。 　　※２　段階評定（１．２．３．）を算定式により算出する。
　　※３　段階評定の計を算出する。 　　※４　評定点の合計点を算定式により算出する。
　　※５　所見に特別の事項があれば記入する。 　　※６　評定点合計は、四捨五入により整数とする。
　　※７　本成績採点表は速やかに監督員、担当課長において採点し決裁の後、検査員に提出すること。

点

-3

点

-3
-2
-2
-2

評定点合計

　３．業務の成果品
　　　　　　（±８）

所　　　　見

　３．業務の成果品
　　　　　（±２８）
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〔監督員　　 　　＋担当課長　　 　　）×０．４〕－（事故減点　　　 ）＋（検査員　　　 ×０．６）
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　成　績　採　点　表

業　者　名

完成年月日

　２．業務の遂行段階
　　　　（±２０）

-2

課長

考　　　　察　　　　項　　　　目
担当課長

契約金額（最終）

考   　　　　 察　　　　　　項　　　　　　目

　１．業務の実施計画
　　　段階（±１２）

監督員

委 託 業 務 名

契 約 工 期

　１．業務の実施計画
　　　段階　（±４）

項　　　　　　目細　　　　　別

-2
-2

項　　　　　　目

　２．業務の遂行段階
　　　　　　（±８）

ｃ

点
点

-2

-3
-1

点

係長 合議 監督員

　　　 ※ ８　　出来形検査があった場合、評定点合計欄の（検査員　　　×0.6）は、（検査員出来形検査評定点×0.3＋検査員完了検査評定点×0.3）　　　成績評定採点基準　３-４）-②参照
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検　　査　　員
完成検査年月日


